
ツキノワグマ被害防止連絡会議

時間：令和５年１０月２０日（金）
午後３時～

場所：鳥取県庁災害対策本部室（第2庁舎3階）
オンライン

出席：生活環境部、農林水産部、危機管理部、
県警察本部、市町村、JAの各担当課長他



１ 国内における事故の発生状況

２ 県内における出没状況

３ 県内における人身被害の発生状況

４ 住民の皆様への注意喚起

会 議 内 容



令和５年度国内における事故等の発生状況令和５年度国内における事故等の発生状況

○東北を中心にクマによる人身被害は105件発生、死亡者2名
（9月末)
■10月に発生した主な事故等
日にち 場所 被害状況等

１９日 岩手県 八幡平市 山中でクマに2名襲われ、1名は負傷、一緒にいたもう1名は死亡

奥州市 中学校敷地内にクマが出没

秋田県 北秋田市 住宅街で通学途中の高校生等5人が相次いて襲われ、頭、背中、
肩を負傷

帰宅中の中学生1名が襲われ、頭を負傷

由利本荘市 病院敷地内にクマが出没

１８日 秋田県 秋田市 住宅敷地内でクマと遭遇し、1名が逃げる際に転倒し負傷

１７日 富山県 富山市 住宅敷地内でクマに襲われ１名死亡

１５日 岩手県 花巻市 山中で２名がシカ捕獲作業中にクマに襲われ負傷

１４日 長野県 飯山市 山中で猟友会員が捕獲作業中にクマに襲われ死亡



令和５年度県内のクマ出没位置（クマ出没マップ）令和５年度県内のクマ出没位置（クマ出没マップ）

（目撃・痕跡のみ。）

県ホームページ（自然共生課）で公開しています。
https://www.pref.tottori.lg.jp/280334.htm



県内のクマの出没件数（月別）の推移県内のクマの出没件数（月別）の推移

（件数）

年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年度計 備考 ブナ ミズナラ コナラ クリ
R1 6 21 36 29 41 16 37 56 13 1 0 4 260 大凶作 並作下 並作上 並作下

R2 5 16 35 40 47 15 21 34 15 3 3 0 234 凶作 並作下 凶作 凶作

R3 7 13 13 22 14 15 34 29 6 0 1 2 156 豊作 並作上 並作上 凶作
R4 2 17 21 17 13 9 7 9 8 1 0 0 104 並作上 並作上 並作上 並作下
R5 8 9 16 25 8 11 11 0 0 0 0 0 88 10月19日現在 凶作 並作下 並作下 並作下
東部 6 6 13 25 8 10 11 79
中部 1 1 2
⻄部 1 3 2 1 7

堅果類（ドングリ）結実状況

↑結実調査結果（10/14中間報告）

今年の10月19日までのクマ出
没件数は例年より少ない。

今秋はブナが凶作、他は並作
下の⾒込み。分布域も拡⼤傾
向。

エサを求めて⼈⾥に下りてくる
クマが増えるおそれがある。

10〜11月は
クマ出没増加に要注意︕



県内のクマによる人身被害の発生状況県内のクマによる人身被害の発生状況

年度 月日 時刻 場所 性別 年齢 被害状況 傷害の状況

H16 9.30 6:30頃 八頭町才代 男 75 自宅裏の納屋内でクマと鉢合わせ、顔面を負傷 3週間程度の負傷

10. 4 18:00頃 八頭町下野 男 79 畑でクマと鉢合わせ、顔面を負傷

H22 7.23 4:40頃 若桜町つく米 男 64 新聞配達中に玄関先でクマと鉢合わせ、顔と腕を負傷 顔と腕を負傷

8.18 5:40頃 鳥取市用瀬町 男 82 柿畑で罠にかかったクマと鉢合わせ、頭部を負傷 死亡

H28 5.21 7:30頃 若桜町三倉 男 57 ランニング中に襲われて指・肘・脇腹等を負傷 4週間程度の負傷

10.15 17:00頃 岩美町蒲生 女 78 畑から帰宅中に襲われて指を負傷 加療日数不詳の
軽傷

10.27 20:45頃 鳥取市国府町 男 70 自宅敷地内で出会い頭に遭遇し、額・頬等を負傷

12.10 4:10頃 岩美町洗井 男 59 業務のため路上を歩行中に遭遇して耳を負傷

R1 6.30 不明 鳥取市国府町 男 77 有害捕獲のくくりわなを見回り中、罠にかかったシカを捕
食していたクマに襲われ頭部を負傷

11. 6 14:10頃 八頭町用呂 男 50

26

町職員と煙火による追い払い作業中、隠れていたクマが
林から飛び出し、警察官２人が頭部・肩・足等を負傷

10日～4週間
程度の軽傷

R2 9. ６ 10:00頃 若桜町渕見 男 ８９ 水田奥の水路を清掃中にクマと遭遇し、左の腿を噛まれ
負傷

加療日数不詳の
軽傷

１２．１１ 10:00頃 鳥取市国府町 女 ７８ 自宅玄関先でクマに襲われ、顔と腕を負傷
（事故前に複数回、集落内の柿の木等でクマが目撃され
ていた）

１か月程度の
重傷

R3～ 人身事故発生なし

 大量出没年を中心に、これまで1２件の人身被害が発生。（H15以前は明確な記録なし）

 令和3年度から人身事故は発生していない。



クマによる人身事故を防止するためには、クマと出会わない
ようにすることが最も重要です。大部分のクマが冬眠に入る
12月中旬頃まで、以下の点に十分に注意が必要です。

■⼭林近くでは、夕方から早朝にかけての一人での外出は避
ける。（散歩、ランニング等）

■⼭林近くでは、クマ鈴やラジオで⾳を出しながら⾏動する
（クマが人の接近を察知して避けます。）。

■柿や栗の収穫は早めに⾏う。利⽤しないものは除去する。
■誘引物（生ゴミ、廃棄野菜・果実、⾷料品、ペットフード

等）を屋外（田畑を含む）に放置しない。
■柿等の果樹園には電気柵を適切に設置・運⽤する。
■クマと出会った場合は、慌てず、ゆっくり後退してその場

を去る。

県民の皆様へ県民の皆様へ



8

目撃情報の連絡先目撃情報の連絡先

鳥取県ではツキノワグマの生息状況等を調査し、注意喚起や
今後のクマ対策の検討等に活用しています。ツキノワグマを目
撃したら下記連絡先にご連絡ください。

（連絡先）
■各市町村
■県
自然共生課 ０８５７－２６－７８７２

（夜間休日 ０８５７－２６－７１１１）
中部総合事務所環境建築局 ０８５８－２３－３１４９

（夜間休日 ０８５８－２２－８１４１）
西部総合事務所環境建築局 ０８５９－３１－９６２８

（夜間休日 ０８５９－３４－６２１１


